新聞記事の書き方
新聞記事は新聞特有の文体を意識して書きましょう

誰が読んでもわかるように書く　
①文体の基本は常体。文末は「～だ。～である。」
②短い文を書く。一文40文字以内。
③客観的に書く。主語は「ぼくは」「私は」ではなく，「みんな」「Ａさんは」のように書く。
④５Ｗ１Ｈを漏らさず書く。「誰がWho」「いつWhen」「どこでWhere」「何をWhat」「どのようにHow」「なぜWhy」の順に書いてみよう。順番は入れ替えてよい。
⑤「逆三角形」で書く。大事なことを最初に書いて、あとで細かく詳しい説明を加える。
⑥リード文(前文)を書こう。リード文は大きな記事の第一段落だけを特に抜き出したもの。これ
を読めば記事のだいたいの内容がわかるように書く。
⑦１つの段落に話は1つ。1つの記事に多くを詰め込みすぎず、内容を1つに絞る。
⑧表現を工夫する。「～と言った」という文末ばかりより、「～と声を弾ませた」「～と声を震わ
せた。」「～とつぶやいた」など表現を変え、状況を伝えよう。
⑨ネットなどで検索したことではなく、自分で取材したことを書こう。
⑩事実や、数字(データ)を書こう。

紙面の構成・デザイン
①見出しは記事に接するようにしよう。見出しと記事の間に写真などを挟むと読みにくくなる。
②紙面の中央に写真を置くと、読みやすくなる。
③縦横の変化をつける。縦の写真や見出し、横の写真や見出しをまぜて紙面に変化をつけよう。
④見出しは10字前後で短く簡潔に。見出しの大きさは声の大きさ、フォントは雰囲気を表すと
考えよう。
⑤リード文(前文)は文字を大きく見やすくしよう。

新聞記事の詳細なルール
①同じことを何回も書かない。
②写真には説明文をつける。
③「など」は使わないで、具体的に書く。
④「美しい」などあいまいな形容詞を使わない。
⑤「それ」「その」「この」など代名詞を使わない。
⑥言い切る。
⑦文字や数字などの間違いがないかチェックする。
⑧記事が出る時期を考慮して書く。
　神戸新聞社NIE(教育に新聞を)・NIB推進部
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